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今回の発表の事業所

やサービスの紹介 

 

「ケアラボもりの悠々園」は町田市森野で居宅介護支援事業所として

2024 年 5 月に開所いたしました。在宅医療を中心とした既存サービス提

供はもとより、サスティナブルな地域医療、介護福祉のあり方を関係者が

集まり研究開発する機関でありたいとの思いから「ケアラボ」と名付けま

した。 

 

《１．研究前の状況と課題》 

近年、毎年のように大規模な災害が起きてお

り、災害時の在宅療養者への支援も重要なテー

マである。今回は、在宅で人工呼吸器を使用し

ながら生活する利用者と家族が多岐にわたる

サービスを受けながら当事者と支援者が災害

時にどのように連携するか、紙面上の空論だけ

でなく実際に行動し見えてくるものを捉え、備

える準備が必要と考え、災害訓練を実施した。 

《２．研究の目標と期待する成果・目的》 

①災害時個別支援計画の読み合わせ、訓練によ

って役割分担の確認をしながら、災害時の行動

や医療機器の取り扱いを習得する。 

②自主防災の意識を高めることができる。 

《３．具体的な取り組みの内容》 

【対象者】ALS60 歳代女性、要介護 5 で夫と

生活。気管切開にて常時人工呼吸器を使用。 

【企画】家族・支援者の意見を踏まえ、ケアマ

ネジャーと保健師で訓練案を作成。その後、支

援者から意見を募った。修正した訓練案を患

者・家族に説明し、実施希望に至った。 

【内容】設定は「地震により突然の停電発生、

家屋に損壊がなく在宅避難を要す状況」。参加

者は 18 名（１０機関）。自宅の電気を消すこ

とで停電を再現し、安全確認までの一連の動き

を確認した。安全確認においては、往診医がフ

ィジカルアセスメントについて、人工呼吸器業

者が機器の取り扱いについて説明。また、非常 

用電源が不足した場合を想定し、蘇生バッグを

3 分間押し続ける体験を実施。 

《４．取り組みの結果と考察》 

停電再現時夫は適切に行動がとれていること

を確認できた。日頃の積み重ねの成果である。 

介護職員から緊急時を想定し医療機器の取り

扱いを学ぶことができてよかったと反応があっ

た。介護職員は長時間ケアに関わっていること

から、訪問中に災害に遭遇する可能性は高い。医

療職から直接説明を受けたことで、家族同様に

定期的な訓練が必要であることを共通認識でき

たことは大きな成果である。今回の蘇生バック

の使用は体験だったが、実際使用している様子

をデイサービスにて見学できることになった。

多職種の連携もこの災害訓練の成果である。 

《５．まとめ、結論》 

災害時、在宅人工呼吸器患者は移動が困難な

状況が想定されるため、自助力を強化し在宅避

難が可能な環境を整えることが必要である。 

災害時対応において、関係者が意識を共有し、

安全な行動がとれるよう、日頃のケアの中に訓

練を取り入れることが必要と分かった。 

《６．倫理的配慮に関する事項》 

なお、本研究発表を行うにあたり、ご本人(ご家

族)に口頭にて確認をし、本研究発表以外では使

用しないこと、それにより不利益を被ることは

ないことを説明し、回答をもって同意を得たこ

ととした。 

 


